
わい化りんご樹に対する有機入り肥料の肥効特性

( 田 拭  環 境 部 )

1 . 背 景 と ね ら い

近 年 、 りん ご 田 に お い て 有 機 入 り肥 料 の 使 用 例 が 増 え て 来 て い る 。 昭 和 側 年 度 に 県 内 の

わ い 化 り ん ご 団 地 を 対 象 と して 実 施 した ア ン ケ ー ト濁 養 結 果 に よ れ ば 、 有 張 入 り肥 料 を 使

用 し て い る 例 は 全 体 の 2 5 % に 上 つ て い る .

し か し有 機 入 り肥 料 は 、 そ の 有 機 成 分 の な 類 や 量 を ど に よ つ て 肥 効 が 真 な る こ と が 予 想

さ れ 、 そ の 施 用 に 当 た つ て は 注 意 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 こ れ ま で に 行 わ れ た 有 楓

入 り肥 料 に 関 す る 試 験 成 績 を 取 り ま とめ た の で 、 指 導 上 の 争 考 に 供 す る 。

2 . 技 行 内 容

1 ) 有 機 入 り肥 料 か ら の 室 素 の 発 現 ■ は 無 機 質 肥 料 と 比 べ て 概 住 で 少 な い 。

2 ) 有 機 入 り肥 料 を 秋 冬 期 に 油 用 した 均 合 に は 霊 春 に お け る 室 素 の 発 現 工 は 少 な く 、 素 中

登 素 合 有 率 も春 期 施 用 に 比 べ て 低 い .

3 ) 有 機 入 り肥 料 の 肥 効 は 無 機 質 肥 料 と ほ ぼ 同 等 で あ る が 、 有 機 入 り肥 料 の 施 用 に よ る 者

色 や 果 案 内 容 の 向 上 効 果 は 判 然 と しな い 。

4 ) 有 機 入 り肥 料 の 施 用 時 期 は 春 期 、 は 雪 直 後 が 適 当 で あ る 。 な お 、 秋 期 に お け る ■ 素 の

発 現 工 は 少 な い の で 、 秋 肥 は 省 略 しな い で 実 施 す る .

3 , 指 導 上 の 留 意 事 項

1 ) 有 検 入 り肥 料 に よ つ て 輛 給 さ れ る 有 機 駒 は は か で あ り 、 列 速 に 有 機 物 を 施 用 す る 必 要

が あ る 。

2 ) 土 壌 条 件 あ る い は 気 象 条 件 に よ つ て 奉 期 の 肥 効 発 現 が 遅 れ る 日 地 で は 秋 冬 期 施 用 と す

る が 、 そ の 埼 合 に は 1 ～ 2 割 程 度 多 め に お す 。
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無取期日

生装の無様態室繁の推移 (春期施用、有犠774号)

注, I層 (0～20cm)、 I層 (20～40c「)

解取期日

図2 士 なの憲携態査素の推移 (秋冬期施月、有犠774号)
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田8 有 様入り肥料の者色、RM示度に及ぼす影響 (トリオ有犠)

と.1)承:着色分布は着色指数が4以上の割合を示す

2)着色指数 :1(表 面色の割合が10%未清)、 2(同 10～40%)、

3(同 40～60%)、 4(同 80～80%)、 5(同 80%以 上)
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図4 有 様入り肥料の幹周、累積収量に及ぼす影導 (有犠774号)
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田H 有 様入り肥料の施用時期と葉中空素含有率の推移 (有犠774号)
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